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JR北海道資料より～営業係数・コスト



コストはいくらくらいかかるのか？

(百万円)

線区 区間 運輸収入

輸送に直
接必要な
費用(燃料
費・乗務員
費用など)

車両維持
修繕等

施設維持
修繕

その他(一
般管理費
など)

費用計

宗谷線 名寄・稚内 490.00 837.90 475.30 1,327.90 387.10 3,028.20
根室線 釧路・根室 258.00 366.36 227.04 562.44 178.02 1,333.86
根室線 滝川・富良野 130.00 365.30 113.10 661.70 172.90 1,313.00
室蘭線 沼ノ端・岩見沢 129.00 223.17 171.57 706.92 143.19 1,244.85
釧網線 東釧路・網走 351.00 551.07 400.14 779.22 238.68 1,969.11
日高線 苫小牧・鵡川 63.00 158.76 45.99 233.10 67.41 505.26
石北線 新旭川・網走 1,595.00 1,387.65 957.00 2,137.30 669.90 5,151.85
富良野線 富良野・旭川 364.00 451.36 251.16 451.36 167.44 1,321.32

(小計) 3,380.00 4,341.57 2,641.30 6,859.94 2,024.64 15,867.45
札沼線 北海道医療大学・新十津川 17.00 51.34 56.27 223.55 45.05 376.21
根室線 富良野・新得 56.00 138.88 111.44 681.52 105.84 1,037.68
留萌線 深川・留萌 55.00 216.70 92.95 334.40 94.05 738.10

計 3,508.00 4,748.49 2,901.96 8,099.41 2,269.58 18,019.44
※運輸収入：H27年度実績(日高線はH26年度)

JRとバスのサービスレベルの満足度～ある地域で
の調査より

JR 乗換0回(0.858)

JR 乗換1回(0.679)

バス 乗換0回
(0.749)

• バス乗換0回(直行)の評価はJR乗換1回(駅で乗換)より高い。
• 運賃を1000円据え置きにすると、所要時間を約77分にすればJR

乗換0回と同等の評価を得られる。
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まちづくりにおける鉄道の位置づけ
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コンパクトプラスネットワークの考え方

地域住民にとって駅が拠点となっている
か，今後なり得るのか？

地域で鉄道の必要性・重要性を考える

• JR，国，道，市町村(地域)：それぞれの役割

• ｢JR北海道と沿線自治体との協議を早期にはじめる｣
(2月28日，道，JR，市長会，町村会の4者会談)

– 費用負担，廃止協議への抵抗

• 利用者が少ない線区は事実を受け止め，地域にとって
必要な交通手段として鉄道を、地域としてどのように維
持していくのかを議論すべき

• 地域住民がいかにして利用するか

• 現状の利用状況と同じ、地域の負担が0は通用しない

• ｢計画論」・「運用論」・「制度論」の視点

– 改めてしっかり計画論を考える


